
11  月号

■初開催！『農道音楽祭 -nouon- 2025』

■深川市内の小学校稲刈り体験学習

■一已中学校とうもろこし収穫体験

■深川セルフ給油所　洗車機をリニューアル

・・・・・・2

・・・・・・・・・ 5

・・・・・・・・・・ 6

・・・ 9

　音江中央保育園で行われたバケツ稲が実り、収穫作業をはじめ、脱穀・籾摺り、お
にぎり作りまで体験しました！一生懸命育てたお米はどんな味かな？

➡記事の詳細は７ページ

～ 今月のヘッドライン ～JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！

ホームページ
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　10月４日、深川市で音楽と農業を同時に楽しめる新しいスタイルの野外フェス「農道音楽祭-nouon-」

が初開催された。拓殖大学北海道短期大学の特設会場に5,000人を超える来場者が訪れ、音楽ライブや地

元グルメなどを満喫した。

　ホクレン農業協同組合連合会がメインスポンサーとして協賛し、当JAもスポンサーとしてイベントをサ

ポートした。

　ステージでは、HYやDA PUMPをはじめ、GLIM SPANKY、Rake、深川市出身のメンバーが所属す

るアイドルグループSUPER☆GiRLSなどが登場。軽快なリズムや力強い歌声が会場中に響き渡り、観客

は大歓声と盛大な拍手で応えた。また元・笑点メンバー林家木久扇師匠による落語には老若男女のファンが

耳を傾け、終始笑いに包まれている様子だった。

　宮迫博之氏によるステージでは、歌やトークが披露されたほか、深川市農業対策協議会とのコラボ企画と

して同協議会の辻本吉和本部長、菊入等副本部長、岡田博樹副本部長とこめッちが登壇し、深川産の炊きた

ての新米を試食してもらいPRを行った。

　飲食ブースでは、深川市内や道内各地から飲食店やキッチンカーが深川産農産物などを使ったメニューを

販売し、訪れた人々に地元の魅力をアピールした。また特別企画として、炊きたての深川産新米をお手頃価

格で販売。当JA青年部深川支部が売り子として参加した。ふかがわ肉牛生産組合による深川牛のホルモン

焼きやカットステーキ、当JA青果部の焼きいもなどの販売も好評だった。

　また、「ふかがわ農業まつり」が共同開催され、会場内の「nouon農産物市場」では、ふかがわまい生産

組合による深川産新米の販売や深川市果樹協会によるとれたてりんごの販売、当JA産の野菜販売が行われ、

こちらも賑わいを見せた。

　初開催となった「農道音楽祭-nouon-」は、音楽で会場を盛り上げるとともに、深川の旬の恵みを堪能

できるイベントとして多くの来場者に楽しまれ、地域の新たな魅力のひとつとなった。

【営農企画課　坪】

深川支所
初開催！『農道音楽祭 -nouon- 2025』初開催！『農道音楽祭 -nouon- 2025』

深川市に新たな魅力深川市に新たな魅力

写真提供：nouon実行委員会写真提供：nouon実行委員会
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北竜支所

　9月27日、北竜町農畜産物直売所「みのりっち北竜」前で「北竜ひまわりライス新米大感謝祭」が開催された。

同イベントは今年で46回目。9月に環境に配慮した「ライスレジン」製の米袋にリニューアルした同町の

ブランド米「北竜ひまわりライス」の「ななつぼし」「ゆめぴりか」「おぼろづき」「きたくりん」、もち米「風

の子もち」や「発芽玄米」の新米が特価で販売され、開場前から来場客が長い列を作り、とれたての新米を

買い求めた。

　同イベントの実行委員である北竜ひまわりライス生産組合の生産者や、当JAの永井稔北竜地区代表理事

など役職員が店頭に立ち販売。新米はうるち米・もち米あわせて900袋（4,300kg）用意され、販売開始

から約30分で完売するものもあった。

　また、同町の特産品を景品として新米5kg購入するごとに挑戦できるガラポン抽選会や直売所内でとれた

て野菜などの特価販売

も行われた。別ブース

では、浜頓別町とのコ

ラボによるホタテと毛

ガニの販売も行われ、

イベントは大盛況であ

った。

【営農企画課　河端】

北竜ひまわりライス
新米大感謝祭
北竜ひまわりライス
新米大感謝祭

　9月28日、雨竜町の「道の駅　田園の里うりゅう」で「秋の大収穫感謝祭・新米祭り2025」が開催された。

この日は、うりゅう米の新米「ななつぼし」と「ゆめぴりか」、また数量限定で“超低タンパク（基準値

6.8%以下）”の「プレミアムゆめぴりか」の5kg袋や10kg袋が特設テントに並んだ。新米が特価で販

売されることもあり、来場客は開場前から長い列を作り好みの品種を購入していた。当JAの岩田清正組

合長や小山武雨竜地区代表理事、宮武稔監事をはじめ、役職員が呼び込みをしながら販売を行い、約

5,000kgを売り上げた。

　新米を買い求めた来場客は「町外から毎年楽しみに来ている。今年も新米を食べることが楽しみ」、「『プ

レミアムゆめぴりか』を購入してみた。通常の「ゆめぴりか」と食べ比べしてみようと思う」などと話した。

また先着100名限定の「新米すくい取り」や「大もちまき大会」が行われたほか、厚岸漁協による牡蠣

やホタテをはじめとし

た「海産物販売」や「サ

ンマつかみどり」など

も行われ、会場は終日

賑わいを見せた。

【営農企画課　白川】

雨竜町の秋の味覚を
「秋の大収穫感謝祭・新米祭り2025」

雨竜町の秋の味覚を
「秋の大収穫感謝祭・新米祭り2025」

雨竜町の秋の味覚を
「秋の大収穫感謝祭・新米祭り2025」雨竜支所
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幌加内支所

令和７年度産米の
作況報告・新米贈呈

『産業祭』開催

　10月6日に深川市・雨竜町・北竜町へ、8日に幌加内町へ岩田清正組合長をはじめとするJA常勤役員ら

が訪問し、令和7年度産米の作況報告と新米贈呈を行った。

　深川市へは、深川産新米「ふっくりんこ」5㎏、「ゆめぴりか」5㎏を岩田組合長が田中昌幸深川市長に贈

呈した。

　作況報告の中で田中市長から令和7年産米の作柄などについて質問があり、岩田組合長は「きたそらちは

９割が一等米となり、タンパ

ク含有量も例年より低く、非

常においしい米に仕上がって

いる」と説明した。

【農業振興部　坪】

　10月18日、幌加内町で産業祭が開催された。

　あいにくの雨の中での開催となったが、悪天候を感じさせないほど数多くの町民が足を運び、会場は大い

に賑わった。JA女性部幌加内支部による、冷え込んできたこの季節にぴったりな温かいそばしるこや、幌

加内町もち米生産者組合による大福の無料配布には長い行列ができ、訪れた人々を喜ばせた。また、幌加内

町産そばを使用したかけそばや、かめ焼き芋の販売も大人気で、どのブースも完売が続出するほど盛況だった。

　出店者が丹精を込めて作り上げたものを、来場者は談笑しながら食べたり、笑顔で持ち帰ったりする姿が

見られ、心温まる産業祭となった。

【幌加内支所　宮田】

深川市

北竜町 幌加内町

雨竜町

温かいそばしるこ 恒例のなめこすくい
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深川市内の小学校　稲刈り体験学習を実施

　深川市内の小学校5校が、９月９日から稲刈り体験学習を行った。児童らが５月に自分たちの手で田

植えをした稲が実り、収穫の時期を迎えた。

　各校では組合員宅や深川市農業センターなどの圃場で、当JA青年部員や市職員などの指導を受けな

がら、児童たちは慣れない手つきながらも一生懸命に鎌を手に１株ずつ丁寧に稲を刈り取った。今回の

体験は、児童たちにとって食の大切さや農業の大変さを学ぶ貴重な機会となった。　　  【営農企画課　坪】

9月9日　北新小学校(松本孝一氏宅)

9月18日　多度志小学校(川端健太氏宅)

9月10日　深川小学校(農業センター )9月９日　一已小学校(農業センター )

9月16日　音江小学校(石川大輔氏宅)

　9月25日、北育ち元気村花き生産組合 音江支部（内藤敬人支部長）が深川市立音江小学校4年生を対象に「花

育授業」を実施。今年で7年目となるこの授業は、音江地区の花き生産者が育てた季節の花を子ども達が実

際に収穫し、フラワーアレンジメントを行うことで、花の魅力や心の豊かさを学ぶことを目的としている。

　今回は4年生7名が参加し、田中亮嗣さん（音江地区）の圃場でスターチスの収穫作業を体験した。花の

色や香りを感じながら収穫したスターチスで持ち帰り用の花束を作っ

た。その後、同校のホールに花を使用した大きなフォトフレームを制

作した。

　生産者それぞれがアレンジメントの空間を立体的に魅せる方法や挿

し方などを説明しながら、トルコキキョウやダリアなど13種類の花

材を使用し1時間ほどで完成させた。参加した児童は「アレンジメン

トはやったことがないけど楽しかった」「知らないお花を知れてもっと

好きになった」など笑顔で感想を話す。

　最後に内藤支部長は「お花はお水が大事なので枯らさないように観

察してお水をあげてください」とアドバイスを行った。

　制作されたアレンジメントは同校一階ホールに展示され玄関口が華

やかになった。また、同生産組合の会員が3種類の花を使用した花束

を作り全校児童約60名に贈呈した。

　　　　　　【営農企画課　高桑】

北空知
広域連
北空知
広域連
北空知
広域連
北空知
広域連

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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　10月14日、JAきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」5期生の第4講が開催され、受講生10名が参加した。

第4講は「ニュースポーツ体験」と題し、フィンランド発祥の人気スポーツ「モルック」を体験した。モルックは、

木製のピン（スキットル）をモルック棒と呼ばれる木の棒を投げて倒し、得点を競うゲーム。本来であれば、50点ちょ

うどを目指すが、今回は女性大学特別ルールとして、点数の上限を設けずに3チームに分かれて1ゲーム20分を3ゲー

ム戦った。

　モルック棒を投げてうまく当てると、チームでハイタッチをしたり、一投の最高得点である「12」が出ると、全

員で拍手をして讃えた。

　序盤はスキットルが密集しているためモルック棒を当てやすいが、終盤になり

スキットルが点在するようになると転がしても当てることが難しくなる。しかし3

ゲーム目になり慣れてくると高得点を連発し、モルック棒を投げてうまく当てる

と、チームでハイタッチをしたり、全員で拍手をしたりして大いに盛り上がった。

　得点は写真の通りで、Cチームが優勝となった。優勝チームには景品として深

川市・雨竜町・北竜町の新米を各300ｇ、それ以外のチームにはき

たそらち産のきたほなみを使ったうどん（乾麺）を贈呈した。

　参加者らは「同じチームの人とどのスキットルを狙うか話し合ったり、

ハイタッチをしたりと、とても楽しむことが出来た」「狙ったスキット

ルに当たらず悔しかったが、初めてやったモルックでその楽しさを知

ることが出来た」と話す。

【営農企画課　石野】

女性大学カレッジあみてぃえ５期生
第４講「ニュースポーツ体験～モルック～」

女性大学カレッジあみてぃえ５期生
第４講「ニュースポーツ体験～モルック～」
女性大学カレッジあみてぃえ５期生

第４講「ニュースポーツ体験～モルック～」
女性大学カレッジあみてぃえ５期生

第４講「ニュースポーツ体験～モルック～」

　10月２日、深川市立一已中学校３年生による「とうもろこしの収穫体験」が当JAの試験圃場で行われた。

　同校の総合的な学習の時間では、生徒たちに農業への関心を高めてもらうことを目的として農作業体験を

実施している。

　当JA職員の説明を受けた後、生徒らは身長よりも高く育ったとう

もろこし畑の中に入り、1本も残さないよう手際よく収穫した。収穫

が終わると男女に分かれて作業を行い、男子生徒は残った茎を根元か

ら引き抜き、土にすき込むために鎌などで細かく切る作業に取り組ん

だ。

　一方、女子生徒は収穫したとうもろこしを乾燥させるため、皮とひ

げをむき、5本ずつ束ねたものを、紐で結ぶ作業に取組んだ。中には虫

が侵入しているものもあり、驚きの声を上げながらも「皮むき班」と「結

ぶ班」に分かれて効率よく作業を進めていた。

　生徒からは「疲れたけど楽しかった。家でもポップコーンを作った

ことがあるので、次の実習も楽しみです」「虫が苦手だったけど、み

んなで頑張って作業できた」などと感想を話した。

　次回は11月中旬にポップコーン調理実習を行う予定。

【営農企画課　坪】

一已中3年生
農業体験でとうもろこし収穫
一已中3年生
農業体験でとうもろこし収穫
一已中3年生
農業体験でとうもろこし収穫
一已中3年生
農業体験でとうもろこし収穫

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！

　9月、10月にかけて音江中央保育園の子どもたちがバケツ稲の稲刈り、脱穀・籾摺り、おにぎり作りを体

験した。使用した稲は、5月下旬に子どもたち自身で植えて、一生懸命に育て上げた「ふっくりんこ」。

　9月17日は、雨が降っていたものの、奇跡的に天候が回復し、稲刈りを行うことができた。当JA職員が

稲刈りの方法を説明した後、子どもたちは職員と一緒に鎌を手に取り、真剣な表情で丁寧に稲を刈り取った。

　また10月7日、脱穀・籾摺りを子どもでも簡単にできる方法で実施した。脱穀では茶碗を2つ使い、稲

穂を挟んで引っ張ることで籾を取り外した。続く籾摺りでは、籾を野球ボールでこすって籾殻を取り除き、

玄米にした。最初、子どもたちは難しそうにしていたが、コツをつかむと上手に作業を行っていた。

　さらに10月15日には、当JAで精米した後、おにぎり作り

を行った。炊き立てのご飯を手にした子どもたちは、やけどし

ないよう注意しながら小さな手で一生懸命に握り、給食と一緒

に味わった。子どもたちは美味しそうにほおばり、おかわりを

する子もいた。

　自分たちで植え、育て、収穫したお米を味わうことで、子ど

もたちは食べ物の大切さや、お米ができるまでの苦労を実感で

きる貴重な体験となった。

【営農企画課　坪】

音江中央保育園でバケツ稲体験音江中央保育園でバケツ稲体験

稲刈り体験

脱穀・籾摺り体験 おにぎり作り

食の大切さを学ぶ食の大切さを学ぶ

青年部での活動、日々の農作業の様子

などを青年部員が投稿しています♪

ぜひ、フォローしてチェックしてみて

ください！

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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ＪＡきたそらち女性部

福祉施設へ
タオルを
贈呈

福祉施設へ
タオルを
贈呈

　JAきたそらち女性部（髙田

聡子部長）は、地域貢献の一環

として平成16年から実施している「部員タオル１本運動」を行った。

　部員がタオルを1人1本以上持ち寄り、各地域の高齢者福祉施設10

施設に計666本のタオルを寄贈した。

　今年は介護老人保健施設エーデルワイスの閉鎖に伴い、新たに認知

症対応型共同生活介護事業所　グループホーム忘れな草が追加された。

　集められたタオルは、入浴や館内清掃など使いやすいサイズに切り、

使用される。各施設から「いつもたくさんのタオルをありがとうござい

ます。とても助かります」と大変喜ばれている。【営農企画課　高桑】

・認知症対応型共同生活介護事業所

グループホーム忘れな草

・永福園　デイサービスセンター

・深川特別養護老人ホーム　清祥園

・老人ホーム　こんにちわ金さん銀さん

・多度志生活支援ハウス　しらゆりの里

認知症対応型共同生活介護事業所
グループホーム忘れな草

深川特別養護老人ホーム
清祥園

老人ホーム
こんにちわ　金さん銀さん

特別養護老人ホーム
雨竜寿園

社会福祉法人
北竜町社会福祉協議会

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

多度志生活支援ハウス
しらゆりの里

認知症高齢者グループホーム
碧水

老人福祉寮
福寿荘

特別養護老人ホーム
北竜町永楽園

永福園
デイサービスセンター

贈呈施設
・特別養護老人ホーム　雨竜寿園

・認知症高齢者グループホーム　碧水

・社会福祉法人　北竜町社会福祉協議会

・特別養護老人ホーム　北竜町永楽園

・老人福祉寮　福寿荘
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　10月5日、深川セルフ給油所のドライブスルー洗車機がリニューアルオープンした。

　今回導入された洗車機はクレジット決済やQR決済にも対応しており、より利用しやすくなっている。

　またリニューアルを記念し、10月19日までの期間限定で特別価格キャンペーンが実施された。「ロイヤ

ル撥水コース」が通常2,000円のところ1,000円、「ダブル撥水コース」が通常1,500円のところ500円

と半額以下の価格で、大変お得な内容。さらに洗車機の利用客には同給油所限定で燃料5円引きのクーポン

が発券された。

　キャンペーンは大

変好評で、週末には

長蛇の列ができるほ

ど多くの利用客で賑

わった。

【燃料課　米倉】

　10月８日、本所資材店舗にて秋の小農機具展示即売会が行われた。会場には、農作業に欠かせない多く

の機器が並び、刈払機や農薬散布機、ブロアー、インパクト、充電式保冷温庫などが販売されていた。来場者は、

メーカー担当者からお勧めの商品や最新機器の説明を聞き、商品の機能や性能、価格などを比較しながら、

お目当ての商品を購入していた。

　また同展示会は、10月２日に雨竜資材店舗前でも開催され、地域の組合員に購入の機会を提供した。

【営農企画課　坪】

深川セルフ給油所深川セルフ給油所
ドライブスルー洗車機がリニューアルオープンドライブスルー洗車機がリニューアルオープンドライブスルー洗車機がリニューアルオープンドライブスルー洗車機がリニューアルオープン

経済部経済部経済部経済部

秋の小農機具展示即売会を開催秋の小農機具展示即売会を開催秋の小農機具展示即売会を開催秋の小農機具展示即売会を開催

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）（9）



　10月2日、夏の定期貯金キャンペーン2025の抽選会がJA本所で行われた。

　同キャンペーンは、令和7年6月16日から令和７年8月29日の期間中に行われ、同期間中にJAネット

バンク・ATMから定期貯金をお預けいただいた647口（1口100万円）、231名を抽選対象とし、岩田清

正組合長をはじめ常勤役員による抽選会で当選者30名を決定した。当選者には、JAきたそらち産「ななつ

ぼし」5kgが贈呈された。

【貯金課　長谷川】

夏の定期貯金キャンペーン2025　抽選会を実施夏の定期貯金キャンペーン2025　抽選会を実施夏の定期貯金キャンペーン2025　抽選会を実施夏の定期貯金キャンペーン2025　抽選会を実施

品
種

性
別

区分
市 場 全 体 きたそらち農協

本年 9 月実績 前年同月実績 本年 9 月実績 前年同月実績

和　

牛

去
勢

出場頭数 901 828 27 37

平均価格 751,425 584,435 695,332 562,070

め
す

出場頭数 618 651 38 45

平均価格 608,866 468,233 600,661 455,700

交　

雑

去
勢

出場頭数 61 71 0 0

平均価格 382,360 290,508 0 0

め
す

出場頭数 223 255 75 68

平均価格 369,735 260,148 365,963 272,218

【平均価格は円・税込価格】

 令和７年度 ホクレン南北海道市場和牛・交雑素牛販売情報 

開催日
9/10～ 9/11
市場成績
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厚生労働省からのお知らせ
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今
年
も
幸
い
に
し
て
大
き
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
無
事
に
出
来
秋
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
作
柄
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
10
月
10
日
に
公
表

さ
れ
た
米
の
予
想
収
穫
量
（
９
月
25
日
現
在
）

と
新
し
い
「
作
況
単
収
指
数
」
に
よ
る
と
、

全
道
が
98
、
北
空
知
が
97
、
上
川
が
96
と
な

り
、「
思
っ
た
よ
り
量
が
な
い
」
状
況
に
な

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

札
幌
市
内
の
ス
ー
パ
ー
の
棚
も
７
年
産
に

ほ
ぼ
切
り
替
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
令
和

の
米
騒
動
は
３
シ
ー
ズ
ン
目
に
入
っ
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
１
シ
ー
ズ
ン
目
は
５
年
産

米
で
、
端
境
期
を
迎
え
た
昨
年
夏
に
ス
ー
パ

ー
の
棚
か
ら
米
が
消
え
ま
し
た
。
２
シ
ー
ズ

ン
目
は
６
年
産
米
で
、
年
が
明
け
て
か
ら
価

格
が
高
騰
し
、
今
年
３
月
に
は
全
国
平
均
の

小
売
価
格
が
４
千
円
台
（
精
米
５
㌕
税
込
、

以
下
同
じ
）
に
な
り
ま
し
た
。
価
格
高
騰
は

政
治
問
題
に
な
り
、
政
府
は
３
月
か
ら
備
蓄

米
の
放
出
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

７
年
産
が
出
回
っ
て
い
る
今
が
３
シ
ー
ズ
ン

目
で
す
が
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
価
格
が
「
高
い
」

こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
札
幌
市
が

毎
月
１
回
、
生
活
用
品
の
小
売
価
格
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
の
家
庭
用
精
米

の
価
格
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」（
無
洗
米
を
除
く
）

で
４
，
２
８
０
円
で
し
た
。
こ
れ
は
８
月
・

９
月
の
価
格
よ
り
も
４
～
５
％
高
い
水
準
で

す
。
新
米
が
出
回
っ
て
も
、
価
格
は
下
が
る

気
配
を
見
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　

６
年
産
米
の
価
格
高
騰
は
、
流
通
段
階
で

起
き
ま
し
た
。
米
流
通
業
者
は
今
年
1
月
に

連
名
で
政
府
に
要
請
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
「
Ｊ
Ａ
及
び
全
農
の
集
荷
が
進
ん

で
お
ら
ず
、
米
卸
売
業
者
へ
の
販
売
提
示
数

量
が
軒
並
み
２
割
か
ら
３
割
減
に
な
っ
て
い

る
」
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
な
り

ふ
り
構
わ
ず
確
保
競
争
に
走
っ
た
結
果
、
業

者
間
で
融
通
し
合
う
相
場
が
あ
り
得
な
い
水

準
に
釣
り
上
が
り
、
全
体
の
価
格
高
騰
を
招

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
状
況
を
鎮
め

る
た
め
に
備
蓄
米
が
放
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

事
態
を
改
善
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

流
通
業
者
が
確
保
競
争
に
明
け
暮
れ
て
い

る
さ
な
か
に
春
耕
期
を
迎
え
た
の
が
７
年
産

で
す
。
業
者
は
当
然
、
春
先
か
ら
集
荷
競
争

に
動
き
出
し
ま
し
た
。
６
年
産
を
十
分
に
確

保
で
き
な
か
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
は
相
当
な
も
の

で
、
今
度
は
集
荷
段
階
で
競
争
が
ヒ
ー
ト
ア

ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
全
農
・
経
済
連
も
集
荷

を
意
識
し
た
概
算
金
を
打
ち
出
し
ま
し
た

が
、
正
直
申
し
上
げ
て
、
あ
っ
と
驚
く
よ
う

な
水
準
で
し
た
。
こ
の
思
い
切
っ
た
措
置
が

集
荷
を
積
み
上
げ
て
、
米
の
安
定
供
給
に
結

び
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
流
通
が
多
様
化
し
て
お
り
、
生
産
者

の
出
荷
先
も
同
様
で
す
。
系
統
出
荷
を
メ
イ

ン
ル
ー
ト
と
し
て
き
た
産
地
の
秩
序
が
崩
れ

つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
逆
に
言

え
ば
新
し
い
秩
序
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
過

渡
期
が
今
で
す
。
青
果
物
の
世
界
で
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
す
で
に
経
験
し
て
き
ま
し

た
。
生
産
者
も
色
々
な
経
験
を
し
た
う
え
で
、

「
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
農
協
に
出
す
の
が
い

ち
ば
ん
良
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く

の
が
理
想
で
す
。
少
し
時
間
は
か
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
協
ら
し
さ
を
失
わ
ず
、

組
合
員
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
粘
り
強
く
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
産
地
秩
序
の
構
築
を

１
９
６
７
年 

札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
農
学
）。
秋
田
県
立
農
業
短
期

大
学
、
秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科
学
部

を
経
て
、
２
０
０
４
年
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
院
助
手
。
助
教
、
講
師
、
准

教
授
を
経
て
、
２
０
２
１
年
よ
り
現
職
。

東
山
寛
の

「
協
同
ノ
ー
ト
」

北
海
道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
院　
教
授

東
山　
　
寛

第
２
回
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金融共済部からのお知らせ
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農協観光からのお知らせ
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農協観光からのお知らせ
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　昭和22年11月19日に農業協同組合法が公布されてから78年が経過しました。

　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織を通じて農業生産力の向上と農業者の地位向

上を図り、国民経済の発展に寄与することを目的に制定されたこの法律により、農業協同組合

が誕生しました。

　農業協同組合は「農業者による農業者のための組織」として、自主・自立、民主的運営を基本に、

相互扶助の精神のもと、組合員の営農と生活の安定、地域社会の発展に貢献してきました。

　一方、現在、農業・農村を取り巻く環境は大きな変革期を迎えています。気候変動による猛

暑や豪雨、円安による資材高騰、国際的な食料需給の不安定化などが農業経営に影響を与えて

います。

　昨年、農政の憲法とも言われる食料・農業・農村基本法の改正により、国民一人一人の食料

安全保障の確保と環境と調和のとれた食料システムが基本理念として位置付けられ、世界的な

食料需給の不安定化による輸入リスクの増大、環境問題への対応など、日本の農政は大きな転

換点を迎えています。

　ＪＡグループ北海道は、改正基本法に基づく農業構造転換対策の予算確保、食料安全保障の

強化、持続可能な北海道農業の確立に向けて、組合員の声を国政に届ける活動を継続していま

す。

　国連は、持続可能な生産と消費、食料安全保障、気候変動対策、地域の人々への医療・福祉、

働きがいのある人間らしい仕事の創出、すべての人が参加できる社会づくりなど、さまざまな

分野で持続可能な開発目標（SDGs）に貢献している協同組合を評価し、その認知の向上と協

同組合の振興のために、2025年を国際協同組合年に定めました。

　この国際協同組合年を契機に、協同組合の力を再認識し、地域課題の解決と安心で豊かな未

来の創造を目指しましょう。

　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、組合員との対話活動を一層強化し、協同組合の理

念と精神を組織結集力につなげ、今後とも組合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続け

られる環境を整えること、地域農業とＪＡの発展に全力でサポートすることをお誓い申し上げ、

農協法公布記念日にあたってのメッセージと致します。

農協法公布記念日にあたっての
組合員・役職員の皆さんへのメッセージ

北海道農業協同組合中央会
代表理事会長　　樽　井　　　功
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

津
田
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

津
　田
　尚
　也

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
急
性
ウ

イ
ル
ス
性
疾
患
で
す
。
例
年
、
11
月
頃
か
ら
徐
々
に
患
者
が
増
え
始
め
、
１
月
頃
に
流
行
が

ピ
ー
ク
に
達
し
、
４
月
過
ぎ
に
収
束
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
本
年
は
９
月
か
ら
流
行
地
域

が
あ
り
例
年
と
は
異
な
る
流
行
の
よ
う
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
典
型
的
な
症
状
は
、
急
激
な
発
熱
や
悪
寒
戦
慄
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
、

急
激
に
出
現
す
る
上
気
道
症
状
で
す
。
38
度
以
上
の
高
熱
が
３
、４
日
持
続
し
た
後
、
解
熱
し

て
い
く
と
い
う
経
過
を
辿
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
熱
が
高
く
な
ら
な
い
場
合
や
長
引
く
場

合
も
あ
り
、
経
過
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
基
本
的
に
は
自
然
に
治
癒
を
す
る
病
気
で
す
の
で
、
必
ず
し
も
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が
必
要
に
な
る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
肺
炎
や
脳
症
を
発
症

す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、
風
邪
と
は
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
病
気
と
い
え
ま
す
。

　

治
療
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
重
症
度
や
合
併
症
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
医
療
者
に
は
注
意
深
く
観
察
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
３
つ
の
型
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
冬
に
流
行
す
る
「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
引
き
起
こ
す
型
は
、
Ａ
型
と
Ｂ
型

で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
た
め
、
一
度
か
か
っ
て
も
同

じ
年
で
も
、
違
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
に
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
世
界
的

な
大
流
行
を
引
き
起
こ
し
う
る
も
の
が
存
在
し
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
抗
原
性
が
大
き
く
異
な
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
、
一
般
の
多
く
の
方
が
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
全
国
的
か

つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
多
く
の
方
の
生
命
お
よ
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
め
て
直
面
す
る
タ
イ
プ
で
あ

る
た
め
有
効
な
免
疫
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
世
界
的
な
大
流
行
を
引
き
起
こ
し
、

ウ
イ
ル
ス
の
性
質
に
よ
っ
て
は
死
亡
率
も
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
９
年
に

大
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
型
）
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
猛

威
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
咳
や
鼻
水
を
介
す
る
飛
沫
感
染
に
よ
っ
て
感
染
し
、
１
〜
２
日
程
度

の
短
い
潜
伏
期
間
の
後
に
発
症
し
ま
す
。

　

典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
悪
寒
戦
慄
、
急
激
な
高
熱
と
共
に
発
症
し
ま
す
。
同
時
に
、

筋
肉
痛
や
咳
、
鼻
水
な
ど
の
上
気
道
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
発
熱
期
間
は
３
〜
５

日
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
38
度
以
上
の
高
熱
が
持
続
し
た
後
に
解
熱
傾
向
に
向
か
い
ま
す
。

　

一
度
解
熱
し
て
か
ら
再
度
発
熱
す
る
２
峰
性
発
熱
と
呼
ば
れ
る
熱
型
を
と
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
２
峰
性
発
熱
の
場
合
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
自
然
経
過
な
の
か
、
肺
炎
な
ど
の
合

併
症
に
よ
る
発
熱
な
の
か
、
医
療
機
関
で
正
し
く
判
断
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
消
化
器
症
状
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
肺
炎
や
脳
症
な
ど
の
合
併
症
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
合
併
症
を
発
症
し
て
い
る
場
合
、
以
下
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

•

発
熱
の
期
間
が
典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
例
よ
り
も
長
く
な
る

　

•

咳
が
ひ
ど
く
な
り
呼
吸
が
苦
し
く
な
る

　

•

意
識
状
態
が
お
か
し
く
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
す　

な
ど

　

重
症
の
肺
炎
を
発
症
し
て
い
る
場
合
、
呼
吸
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、重
症
度
が
増
し
た
場
合
に
は
、通
常
の
呼
吸
管
理
が
難
し
く
な
り
、Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
（
体

外
式
膜
型
人
工
肺
）
を
用
い
た
呼
吸
管
理
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
方
法
は
、
重
症
度
や
患
者
さ
ん
の
持
病
を
考
慮
し
な
が
ら
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
気
管
支
喘
息
や
心
臓
疾
患
、
腎
臓
疾
患
な
ど
を
抱
え
て
い
る
患
者
さ
ん
の
場
合
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
は
、

積
極
的
な
治
療
を
検
討
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
薬
に
は
、
内
服
薬
、
吸
入
薬
、
点
滴
薬
が
あ
り
ま
す
。
早
期
の

段
階
で
使
用
す
る
と
高
い
効
果
が
期
待
で
き
、
発
症
後
48
時
間
以
内
に
開
始
す
る
こ
と
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
症
状
や
経
過
を
み
な
が
ら
治
療
方
針
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

治
療
薬
の
服
用
の
有
無
や
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
時
に
は
、
異
常

行
動
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う
注
意
深
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
の
な
か
に
は
、
小
児
に
対
し
て
原
則
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
た
内
服
薬
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
ふ
ま
え
、
現
在
で
は

10
代
の
患
者
さ
ん
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
２
０
２
１
年
３
月

時
点
）。

　

ま
た
、
抗
生
物
質
と
同
じ
よ
う
に
不
適
切
に
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
薬
剤

耐
性
ウ
イ
ル
ス
を
誘
導
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬

は
医
師
の
判
断
の
も
と
で
、
指
示
に
従
っ
た
内
服
・
吸
入
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

十月俳句十月俳句十月俳句

9月号の正解は
「イネカリ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　渡邊　幸子　様
深 川 市　　清水　義貴　様
深 川 市　　坪谷　正巳　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：https://www.ja-kitasorachi.com/living/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4

5

6

7

8

9

11

12
14

16

問題に対する主張・考え。○○
○を述べる。
十分に経験を積んで、巧みにで
きること。「○○○○○のわざ」
木などが燃えた後に残る黒い
物。
筋道を立ててまとめられた考
え。
書かれた文字。書いてまとめら
れた物。書物。
長い柄の先に刃がついている武
器。○○と盾
はげしく打撃を受けること。は
げしく心が動かされること。
子供が遊びに使う小さなガラス
玉。
二種類以上の物質が均一に混
合している液体。溶解してでき
た液体。
家などを建てること。
糸を巻きつけること。糸を巻き
つけるもの。
山道を登り切った所。

1
3

6

7
9

10

11
13

15

16

17
18

19

英語で大きさ。寸法のこと。
斜面となっている土地の表面が
すべり落ちること。
自分の興味・楽しみ・好みです
ること。上品なおもむき。
それを職としている人。
交通・輸送機関の運行・輸送。
手紙。たより。
機械などを操作するための取っ
手。
伝えたい事がら。用事。
物を乗せたり人が乗ったりする
平たい物。「踏み○○」
草が一面に生えている広い原っ
ぱ。
野菜の一種で、赤くて水分の多
い実をつける。
鉄道の駅の長。
できあがった物の状態。できぐ
あい。できばえ。
心や体を活動させる力。体が健
康なさま。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切11月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和8年1月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
窓
開
け
て
小
さ
き
秋
の
風
を
呼
ぶ
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
生
き
づ
ら
さ
た
め
息
の
せ
て
秋
の
風
　
　
　
　
佐
々
木
待
子

　
秋
祭
り
天
狗
踊
り
子
仕
事
置
き
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
栗
の
木
の
見
え
る
住
処
を
去
り
に
け
り
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
花
言
葉
「
移
り
ゆ
く
日
々
」
吾
亦
紅
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
団
欒
の
う
し
ろ
は
刈
田
な
り
に
け
り
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
初
雪
の
音
聴
く
村
の
開
拓
碑
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
馬
齢
と
て
愛
す
べ
き
も
の
秋
夕
日
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
新
米
は
ひ
と
味
違
う
新
品
種
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
鬼
や
ん
ま
縞
ど
お
ど
お
と
男
前
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　
新
米
の
特
価
の
列
の
最
後
尾
　
　
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

●
土
筆
俳
句
会

　
明
け
む
つ
パ
ン
屋
の
ト
ラ
ッ
ク
音
灼
く
る
　
　
高
尾
美
津
子

　
秋
雲
速
し
高
き
は
風
の
強
い
ら
し
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
あ
ち
こ
ち
で
秋
刀
魚
焼
く
香
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
南
川
冨
美
子

　
砲
音
も
き
か
ぬ
ひ
よ
ど
り
山
不
作
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
バ
ス
旅
や
談
笑
ひ
び
く
秋
空
へ
　
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
朗
読
会
余
韻
に
耽
る
美
術
館
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
音
も
無
く
つ
ま
先
止
ま
る
赤
蜻
蛉
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
新
蕎
麦
の
香
り
豊
か
に
幌
加
内
　
　
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
月
食
の
芥
か
煙
玉
猫
じ
ゃ
ら
し
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D

1 2 3 4 5

6

7 8 9

14 10

17 11 12 13 14

15 16

17

18 19

C

CCC

B

D

A

C
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の修繕について
６．職員の人事及び業務事故について
７．貸出金の貸付報告について
８．貯金　相談・苦情等対応状況の定期報告について
９．共済　相談・苦情等対応状況の定期報告について
10．令和７年度JA共済コンプライアンス点検結果に
ついて

11．7年産米を巡る情勢および今後の集荷対応につ
いて

12．令和7年産米集荷状況について
13．米在庫状況（8月末）について
14．令和7年産農産物の集荷状況について
15．販売未収金について
16．令和7年度　畜産物の販売実績（8月末）につ
いて

17．青果・花き集荷販売実績について
18．経済部事業実績について

議案第１号　令和7年度上半期棚卸立会及び上半期
決算定期監査の結果について

議案第２号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第３号　令和７年度半期ディスクロージャーに

ついて
議案第４号　貸出金の貸付について

議案第５号　理事に対する貸出承認について
議案第６号　JAきたそらち農業教育振興基金の活用

について
議案第７号　令和7年産共計大豆の概算金設定につ

いて

提
出
議
案

報
　告
　事
　項

第10回理事会 〈令和7年10月3日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和7年9月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,143
113
5,327
257
810

当月末
28
0
48
6
9

脱退
15
3
49
2
1

加入
1,156
110
5,326
261
818

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力
○令和７年９月実績

売電金額　2,128,600円（40円/kwh）

計画対比

前年対比53,215 kWh
○累計（R６.12～R７.9）

12,493kWh

△7,914kWh

計画対比　56,152kWh　　前年対比　△64,844kWh発電電力423,037kWh

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（19）（19）



金融共済部からのお知らせ

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町字メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版

22

33

… https://www.nounen.go.jp
JA

TEL 0164-34-7150
TEL 0164-22-6618 TEL 0164-27-2111
TEL 0164-25-1111 TEL 0125-77-2331
TEL 0164-22-2171 TEL 0164-34-2280
TEL 0164-24-2211 TEL 0165-35-2024

（20）（20）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち


